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Series Plan なぜ？なに？やま・もり* * Series Plan 企業だって森づくり♪* *

企業だって
南陽・「草木の森」　国土防災技術株式会社山形支店

★やまがた絆の森づくり推進事業★

づくり♪

　国
土
防
災
技
術
株
式
会
社
（
本
社
：
東

京
都
）
で
は
、「
土
と
水
と
緑
に
関
す
る
優

れ
た
技
術
を
追
求
し
、
住
み
よ
い
国
土
の

建
設
と
国
民
の
福
祉
に
貢
献
す
る
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

防
止
に
係
わ
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
業
務
は
森
林
や

河
川
な
ど
自
然
と
の
係
わ
り
が
深
く
、
土
・

水
・
緑
に
関
す
る
知
識
技
術
の
知
見
を
有

し
て
お
り
、
今
日
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
が
高
ま
る
中
、
当
社
が
有
す
る
知
見

を
活
か
し
な
が
ら
、
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
各
地
で
森
林
保
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　山
形
県
に
お
い
て
は
、
南
陽
市
宮
内
地

内
の
南
陽
・「
草
木
の
森
」
に
お
い
て
、（
公

財
）
山
形
県
林
業
公
社
と
の
協
定
に
よ
り

平
成
１６
年
か
ら
企
業
の
森
事
業
を
展
開
、

平
成
２２
年
か
ら
は
山
形
県
及
び
（
公
財
）

山
形
県
林
業
公
社
と
の
３
者
で
第
１
期
の

や
ま
が
た
絆
の
森
協
定
、
平
成
２７
年
か
ら

第
２
期
目
の
協
定
を
結
び
、
現
在
５
か
年

間
の
計
画
を
も
っ
て
様
々
な
森
づ
く
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー 

南
陽
・「
草
木
の
森
」
の
名
称
の
由

来
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　南
陽
・「
草
木
の
森
」
は
、
南
陽
市
宮
内

の
熊
野
大
社
の
北
方
約
１
㎞
に
位
置
す
る

宮
内
財
産
区
所
有
の
森
林
で
、（
公
財
）
山

形
県
林
業
公
社
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
面

積
は
7
5.

8
5
ha
で
す
。

　「草
木
の
森
」が
位
置
す
る
置
賜
地
方
は
、

江
戸
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
「
草
木

に
感
謝
し
そ
の
霊
に
感
謝
と
供
養
を
願
っ

て
建
立
」さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る「
草
木
塔
」

が
数
多
く
あ
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
で

森
づ
く
り
活
動
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、

当
社
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

協
定
森
林
を
南
陽
・「
草
木
の
森
」
と
命
名

し
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
森
づ
く
り
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

ー 

今
年
で
森
づ
く
り
活
動
１４
年
目
に
入

る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　企
業
の
森
事
業
で
は
、
ス
ギ
造
林
地
の

「
下
刈
り
」
と
「
枝
打
ち
」
作
業
、「
キ
ノ

コ
栽
培
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
施
設
な

ど
の
整
備
と
し
て
「
案
内
板
」
と
「
道
標
」

の
設
置
、「
四
阿
」
の
建
設
、
事
業
負
担
金

拠
出
に
よ
り
「
資
材
庫
」
と
「
給
水
施
設
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
方
々

と
の
共
同
作
業
に
よ
り
江
戸
時
代
の
古
道

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ト
を
「
修
験
の

道
」
と
し
て
復
元
・
整
備
す
る
と
と
も
に

餅
ス
ギ
広
場
に
「
草
木
塔
」
を
建
立
し
ま

し
た
。

　や
ま
が
た
絆
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
で

は
、早
期
緑
化
が
困
難
と
さ
れ
て
い
る
「
土

砂
採
取
跡
地
の
緑
化
」
を
目
指
し
、
当
社

が
開
発
し
た
緑
化
資
材
な
ど
を
用
い
て
、

周
辺
の
山
か
ら
採
取
し
た
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
の

指
導
で
、
平
成
26
年
度
は
ワ
ラ
ビ
、

平
成
27
年
度
は
ブ
ナ
な
ど
を
新
た
な

方
法
で
植
栽
し
、
生
育
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
研
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

県
山
岳
連
盟
の
井
上
副
会
長
か
ら
「
山

の
歩
き
方
」
と
題
し
て
、
実
践
的
な

山
で
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
雨
具
で
人
を
運

ぶ
の
は
初
め
て
の
体
験
。
現
地
で
使

え
る
技
術
だ
。」
と
い
う
感
想
な
ど
も

あ
り
、
大
変
興
味
深
い
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
森
づ
く
り
に
関
す

る
新
た
な
技
術
や
知
識
の
習
得
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ー 
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

　南
陽
・「
草
木
の
森
」
の
活
動
は
、

地
元
の
方
々
を
は
じ
め
、
や
ま
が
た

絆
の
森
実
施
団
体
、
県
、
市
、
林
業

公
社
、
森
林
組
合
、
や
ま
が
た
公
益
の
森

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
森
づ
く
り

支
援
団
体
な
ど
多
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご

支
援
、
ご
協
力
に
よ
る
協
働
の
森
づ
く
り

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
秋
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
植
樹
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
次
期
の
協
定
も
見
据

え
つ
つ
、
協
働
の
絆
と
輪
を
さ
ら
に
広
げ

な
が
ら
、
次
代
に
自
信
を
持
っ
て
託
せ
る

よ
う
な
豊
か
な
森
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当社開発土壌改良材を抽選で8名様にプレゼント。
詳しくはP.11をご覧ください。企業などと森林所有者と県との三者協定による森づくり活動。平成29年6月末現在、

38企業・団体、33箇所で活動を展開中。

読者
プレゼント

国土防災技術株式会社
山形支店

髙橋 悠介 さん
たか  はし　 ゆう  すけ

担当者の声

森

　昭和 30～40 年代、山形県では木材を生産するため、多くの木が植えられました。その後、里山集落の
過疎化や高齢化、木材価格の低下などにより、手入れがゆきとどかない森林が増えてきました。
　森林は、成長し混みあった木をそのまま伐らずに放置すると、太陽の光を充分にあびられず、元気がなく
なってしまいます。そこで…

あ
ず
ま
や

地 下 水

どうして木を伐ることが森林を守るの？

間伐をして混みあった木と木の間を広げ森林を元気にしています

昭和30～40年代
木がたくさん植えられました

スギの木が大きくなり、混みあっている
森林を見たことはありませんか？

木と木の間の空間を
確保するため
一部の木を伐る
「間引き作業」

木が元気になる
下草が生える
根がしっかりはれる

＊
＊
＊

地下水をたくわえる
雨が降っても
ゆっくり川に流れる
洪水・渇水を防ぐ

＊
＊

＊

成長

間伐

※山形県では「やまがた緑環境税」を活用して手入れの遅れた森林を整備しています。

元気な森林では、降った雨は地下水となりゆっくりと川に流れます。さらに、
山地災害を防いだり、私たちの生活に必要な水をたくわえてくれます。

私たちの身近にある森林に、あらためて目を向けてみませんか。

太陽の光が
届かないぞ

暗い…

のびのび～

明る
い

せまい
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